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0.序

英 語 の前 置詞は統 語的に も意味的 に も大 きな機能 をはた してい る ことは周知 の こ とで あ

る。 ところが,同 一 の語彙 であ るに もかか わ らず,`Helookedoverthefence.'のover

は前置詞 として,一 方`Helookedovertheclient.'のoverは 副詞 として分析 され,

これ らを関連づけ た意 味分 析は これ まであま りされて こなか った よ うであ る。 本論で はこ

れ まで語彙意味論(1exicalsemantics)の 方法論 の主流 を しめて きた成分分析(compo-

nentialanalysis)や 意味 の場(semantic丘eld)等 の理 論 の限界 を克服す る理論 と言わ

れ てい る(1)典型意味論(prototypesemantics)の 観点 か ら,上 記 の前 置詞 と副詞的小辞

(adverbialparticle)と を関連づ けて考察 してみたい。

1.、 典 型 意 味 論 とは

ここで は語 の意 味を成 分分析理論や意 味の場 の理論では な く,よ り自然 構造や人間 の知

覚 に近 い と考 え られ る典型意味論 の観点 か ら とらえよ うとい うわけであ るが,こ の典型 的

意味表示 とは何 であ るかをFillmore(1982)に もとつ いて見 てお きたい と思 う。い わゆる

典型的意味表示 とい うのは,言 語表現 の意味を あるカテ ゴ リーに属 す るため の必要十分 条

件で示す のではな く,そ のカテ ゴ リーの典 型を示 し,そ の典型 に他 の ものが どの程度近 い

かを分析す ることで示 そ うとす る ものであ り,Fillmore(1982)に よれば次 の六種類 の場

合が ある。

1.CLIMB形 相補的 な条件 の離接 によって あ るカテ ゴ リーが示 され る場合。

Climbに はClamberingとAscendingの 二つ の条件 が必要であ る。Amonkeyclim-

Bingupaflagpole.で は この二 つの条件が どち らも満 た されてい るが,Amonkey

climbingdownaflagpole.で はclamberingの 意味 しかない。Asnailclimbingthe

wall.と は言 え るが この場 合Asendingの 意味だけ であ り,へ びが壁を降 りて来 る場 合に

はAscendingの 意味 もClimberingの 意 味 もないためclimbingと は 言えない。 この

よ うに条件 の一方 が欠け る ことはで きて も,両 方 ともが欠 け ることはで きない。

2.LONG形 あ るカテ ゴ リーが諸条件 の離接 の形 で示 され るが,そ の内 の一つ の条件

が優位 にあ る場合 で,こ の最優位 の条件 を満 たす場 合が基本 の用法 で他 の場 合はそ の基

一28



英語前置詞の典型意味論的分析

本 的用法か らの派生 的用 法 とい うことにな る。

形 容詞10ngは 空間的長 さを示す のが基本 であ り,時 間 の長 さを示す場 合は,派 生 的用

法 とい うことにな る。

3.BIRD形 あ るカテゴ リーが諸条件 の 集合 で 示 され るが,そ の カテ ゴ リー のcue

validityと な る要素 を集めた理想 像が ある場合 。

birdの 学 術的定義 はrobinもpenguinもostrichも 満足 させ るが,一 一般 には この内

ではrobinが 最 も鳥 の理想像 に近 い とされ る。

4.RED形 中心(target)の まわ りの一定 の領域 として各hの カテ ゴ リーが定 義 され,

それ らの カテ ゴ リーが一 つ の集合 を形成 してい る場合。

色の名 が よい例で あ り,同 じredで 示 され る色で もいろい ろな色があ り うる。

5.BACHELOR形 あ るカテゴ リーが諸条件 の集合 で示 され るが,典 型的 な背 景が あ

っては じめて用 い られ る場 合。

bachelorは 未婚 の成人 男性 として定義 され るが,結 婚や結婚 可能 な年令 につ いての何

らか の前 提 のあ る人間社会 で用 い られ る名詞で あ る。 長 く同棲 してい る男性や,ジ ャング

ルで成 長 した 男性や パ ウロニ世 をbachelorと はふつ う言 わないだ ろ う。 この よ うに典型

意味 論 の観点 か らすれば,上 記 の例 の 男性たち をbachelorと 言 うべ ぎか否 か とい うよ う

な ことが重要 な問題 になる よ うな ことはな くなって くるのであ る。

6.DECEDENT形 ある カテゴ リーが諸 条件 の集合 で示 され るが,そ の典型的用法 は,

話者 がそ の カテ ゴ リーに特 殊な名前 が与 えられ る よ うな行為 に従 事 してい る時で ある よ

うな場 合。

た とえばdecedentと い う語 は遺 産相続 な どに関係す る法的 な場 面で用 い られ る。

以 上の六種類 の内で ここでの議論 に最 も関連 のあ るのは2と3の 場 合 であ る。 た とえば

同 じ πρ とい う語が,本 来 の空間 的意味か らあ る種 の動詞 と結合す る こ とで第2のLong

形的 に よ り抽象 的な意味 を 持つ よ うにな る。 そ して その 動詞 一upの 結 合 自体 も 第2の

Long形 的 によ りイデ ィオ ム性の高い意味 を持つ よ うにな った り,動 詞1,動 詞2,動 詞、…

… とい ったい くつ かの動詞 の意味 の関連性 か ら,動 詞1-upを 典型 としたい くつ かの結合

が第3のBird形 的に一 つ のカテ ゴ リーをなす よ うにな った りす るのであ る。 こ うい った

点 につ いて次 の2節,3節 で くわ し く観 察 してゆ きたい と思 うQ

2.前 置詞 か ら副詞 へ

この節 では前 置詞の基 本的用 法 と思 われ る空間 の意 味をBennett(1975)に もとつ いて

分析 し,そ こか ら一般 に動詞小 辞結 合(2}と 呼ばれてい る ものの構 成要 素 として副詞 的に働
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く場 合 の意味 が どのよ うに派生 され るのか を観察 し,そ の関係が前節 で述べ た第2のLong

形 的特徴 を持 つ こ とを示 したい。英語 には数十 の前 置詞が あ るが,そ の内で も副詞 的小辞

として も比較 的多 く用 い られ るaway,down,in,off;,on,out,over,upを こ こで

は あつか うことにす る。

away

前 置 詞awayを 含 む 文(1a)の 意 味 表示 は,(lb)の よ うに な る。

(1)a.TrevorwentawayfromLondon.

b.〔Trevor〔go〔 〔S〔LLondonplace〕 〕 〔G〔Lsomeplace〕 〕〕〕〕

(S:sourse,P:path,G:goal,L:locative)

こ の よ うに一 般 にawayはgoallocativesomeplaceと 意 味 分 析 さ れ る。

このgoallocativesomeplaceと い う意 味 はawayが 副 詞 的 に用 い られ る場 合 で も

幾 分 か の抽 象化 は され る もの の,そ の ま ま生 きて い る よ うで あ る。 この こ とは 次 に 挙 げ る

例 か ら も明 らか で あ る。

a

t
P

　2く

C

d

e.

Thevoiceofthesingerfadedaway.

Thecardroveaway,

Marycleanedawaythepiecesofpaper.

Mothercookedawaythemeat.

Shealwaysputsawayherwinterclotheswhenspringcomes.(Hill(1968))

それ ぞれ の意 味表示 は②'の よ うに なる。

a

b

y2く

C

d

e.

(Thevoiceofthesinger(fadeCGCLsomeplace))))

CThecar(drive(G(Lsomeplace))))

〔Mary〔clean〔G〔Lsomeplace〕 〕thepiecesofpaper〕 〕

CMother(cook(GCLsomedish))themeat))

(SheCputCGCLsomestorage))herwinterclothes))

down

前 置 詞downを 含 む 文(3a)の 意、味 表示 は(3b)の よ うに な る。

(3)a.Thedoghasjustrundownthestairs.

b.(ThedogCrunCGCLlowerplace))thestairs))

こ の よ うに一 般 にdownはgoallocalivelowerplaceと 意 味 分 析 さ れ る。

次 にdownが 副 詞 的 に用 い られ る場 合 を 見 て み る と14)の 場 合 に は 下 方 へ の運 動 を す る
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の は 目的 語 のmeatで は あ るが,前 置 詞 と して用 い られ る場 合 の意 味 を そ の ま ま持 って

い る。

(4)Johnswalloweddownthemeat.

CJohn(swallow(GCLlowerplace))themeat))

ま た 次 の例 で はrubと い う行 為 に よ って 馬 が も との状 態 に も どる こ とが 認 識 的 に は下 方

へ の運 動 と して と ら え られ る も の と思 わ れ る。

(5)Thehorseshavetoberubbeddownaftertherase.

(Thehorses(berubbedCG(Llower:usualstate))))

ま た 心 の状 態 が 沈 んで い る こ と も下 方 へ の運 動 と して とら え られ る。

(6)Thismusicisgettingmedown.

〔Thismusic〔get〔G〔Llower:lowerstateofrnind〕 〕me〕 〕

そ して,紙 な どに 書 き と る動 作 も下 方 へ の運 動 と して とら え られ る。

(7}Copythissumdownfromtheblackboad.

〔Copy〔G〔Llower:onpaper〕 〕thissum〕

in

前 置 詞inを 含 む 文(8a)の 意 味 表示 は(8b)の よ うに な る。

(8)a.Maryisinthesupermarket.

b.(Mary(beCLinterior)ofthesupermarket))

こ の よ うにinは ふ つ うlacativeinteriorと 意 味分 析 され る が,副 詞 的 に用 い られ る場

合 に はgoallocativeinteriorと な る こ とが 多 い。 た とえば 次例 は 会 話 とい う ものが 一 つ

の領 域 を 持 つ 空 間 の よ うに とら え られ,そ の なか へ 割 って 入 る こ とを 意 味 す る。

(9)Hebuttedinontheconversation.

CHeCbutCGCLinterior))oftheconversation))

ま た 次 例 で は そ の人 の 住 ま い の 内 を の ぞ く意 味 か らち ょっ と した 訪 問 の意 味 が 生 まれ る。

(10}WillyoulookinonMrs.Joneswhenyouarepassingherhouse......(Hill)

〔You〔look〔G〔Linterior(oftheresidence)〕ofMrs.Jones〕 〕〕

そ して 次例 で は(11a)は(11b)の よ うに 助 格 副 詞 句 を持 つ 形 が 本 来 の形 と考 え られ,あ る も

の で 囲 わ れ た 内 部 に とい う意 味 が 生 まれ る。

(11)a.Hescreenedintheporchwiththefinestwire-mesh.

b.Heclosedintheporchwiththefinestwire-meshscreen.

〔He〔close〔G〔Linterior〕 〕theporch〕withthefinestwire_meshscreen〕
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off

前 置 詞offを 含 む 文(12a)の 意 味 表 示 は(12b)の よ うに な る。

(12)a.Thebookfellofftheshelf.

b.CThebook(fallCGCLoff))theshelf))

こ の よ うにOffはgoallocativeoff(=separationfrombeingattached)と 意 味 分 析

され るが,こ の 意 味 は 副 詞 的 に用 い られ る場 合 で も次 例 の よ うな 場 合 に は そ の ま ま残 され

る よ うで あ る。

(13)Shecleanedthedebrisoffofthesofa.

(She(cleanthedebris(G(Loff))ofthesofa))

ま た 次 例 で は 仕 事 か ら離 れ て 自 由 に な る こ とが 離 れ て い く運 動 と して と ら え られ て い る。

(1のWegoo鉦at6.

〔We〔go〔G〔Loff(fromastateofactivity)〕 〕〕〕

次 例 の よ うに あ る 行 為 を 完 全 に 行 な っ て しま うこ とが 離 れ て 行 く運 動 と して と らえ られ る

こ と も多 い。

(15)Allthechildreninthevillagewerekilledoffbythedisease.(Hill)

〔Allthechildreninthevillage〔bekilled〔G〔Loff(=completely)〕 〕bythe

disease)

そ して 次 例 で は(16a)は(16b)の よ うに助 格 副 詞 句 を 持 つ 形 が 本 来 の 形 と考xら れ るが,そ

の 囲 い 内 に何 も入 れ な い で離 して お く とい う意 味 に な る。

(16)a.Thepolicewillblockoffthestreet.

b.Thepolicewillcloseoffthestreetwithblocks.

CThepoliceCcloseCGCLoff))thestreet)withtheblocks)

on

前 置 詞onを 含 む文(17a)の 意 味 表 示 は(17b)の よ うに な る。

(1のa.Thebookisonthetable.

b.(Thebook(be(L(surfaceofthetable))))

こ の よ うに 前 置 詞onはlocativesurfaceと 意 味 分 析 さ れ るが,副 詞 的 に用 い られ る場

合 に は(14}に 例 示 したoffの 用 法 の反 意 語 と し て用 い られ る こ とが 多 い。

(18)a.Heturnedoffthelight.

〔He〔turn〔G〔Loff(fromthestateofactivity)〕 〕thelight〕 〕

b.Heturnedonthelight.
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(He(turner(G(Loff))thelight))

そ し てonの こ れ 以 外 の 副 詞 的用 法 は 次 例 に示 す よ うに 非 常 に イ デ ィオ ム性 が 高 い よ うで

あ る。

(19)a.Ididn'tquitecatchova(=understand).

b.Ourdining-roomgiveson(=facetowardsthegarden).

c.Icounton(=trust)youtohelpus.

d.Youmusn'tZeton(=reveal)thatyouknowwhotookit.

out

前 置 詞outを 含 む 文(20a)の 意 味 表 示 は(20b)の よ うに な る。

(20)a.Marywentoutofthekitchen.

b.CMaryCgo(GCLexteriorofkitchenplace))))

こ の よ うにoutはgoalIocativeexteriorplaceと 意 味 分 析 され る。

こ の 外 へ 向 か う運'動 の意 味 はoutが 副 詞 的 に 用 い られ る場 合 に も生 き て い る よ うで あ る。

た とえ ば(21)の 場 合 は船 出 を 意 味 し,事 実 船 が 港 か ら外 へ 向 か う運 動 が あ る。

(21)ColombussetouttofindanewwaytoIndia.(Hill)

〔Columbus〔set〔G〔Lexteriorplace(ofaport)〕 〕〕to丘ndarlewwayto

India)

ま た 次 例 で は 大 声 を 出す こ とが 外 へ 向 か う運 動 と して と ら え られ て い る。

(22)Sheshoutedoutforhelp.

CShe(shout[G[Lexteriorplace)forhelp)

次 例 で は ふ くれ て い く様 子 が 外 へ 向 か う運 動 と して と らえ られ て い る。

(23)Hisfootswelledoutlikeafootball.

〔Hisfoot〔swell〔G〔Lexteriorplace〕 〕〕〕

次 例 で は す た れ て い く様 子 が 外 へ 向 か う運 動 と して と ら え られ て い る。

(24)Thiscustomisdyingoutinthiscountry.

〔Thiscustom〔be〔G〔Lexterior(ofbeingcurrent)〕 〕〕〕

次 例 で は 所 有 物 が 引 渡 され る行 為 が 外 へ 向 か う運 動 と して と ら え られ て い る。

(25)Themanagerhandedoutpresentstoallhisstaff.

〔Themanager〔hand〔G〔Lexterior(=allhisstaff)〕 〕presents〕 〕

次 例 で は 何 か を は ぎ出 す 行 為 が 外 へ 向 か う運 動 と して と らえ られ て い る。

(26)Hebrushedouttheroom.

CHe(brushCGCLexterioroftheroom))something))
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次 例 で は(27b)の よ うに助 格 副 詞 句 を 持 つ 形 が本 来 の形 と考 え られ る が,見 え る状 態 か ら

消 し去 る行 為 が 外 へ 向 か う運 動 と して と ら え られ て い る。

(271a.Theclerkpenciledouttheentry.

b.Theclerkcrossedouttheentrywithapencil.

〔Theclerk〔cross〔G〔Lexterior(ofbeingvisible)〕 〕theentry〕witha

pencil

over

前 置 詞overを 含 む 文(28a)の 意 味 表 示 は(28b)の よ うに な る。

(281a.Myhandisoverthetable.

b.CMyhandCbe(LCsuperiorofthetable)place)))

こ の よ うにoverは ふ つ うIocativesuperiorと 意 味 分 析 さ れ る が,副 詞 的 に用 い られ

る場 合 に はpathlacativesperiorあ る い はgoallocativesuperiorと な る よ うで あ る。

た とえ ば 次 例 で は 財 産 が ひ き渡 され る様 子 が 何 か を 越 え て い く動 き と と ら え られ て い る。

(29)Theoldmandeededovertheestate.

CTheoldman(deed(P(L(superior)place))theestate))

そ し て 例 ⑳ で は 最 後 ま で 読 み 切 る様 子 が 上 を 越 え て ゆ く動 き と して と ら え られ て い る。 そ

して こ うい った 用 い られ 方 か ら例(31)な ど で は 視 察 す る意 味 が 生 ま れ て くる。

(30}Shereadtheletterovercarefully.

〔She〔read〔P〔L〔superioroftheletter〕place〕 〕〕〕

(31)Hewentovertheholestoryagain.

(He(go(P(L(superiorofthestory)place))))

ま た 次 例 で は(32b)の よ うに 助 格 副 詞 句 を 持 つ 形 が 本 来 の 形 で あ る と思 わ れ るが,上 を お

お う動 きが 越 え て い く動 き と して と ら え られ て い る。

(32)a.Theyboadedoverthehole.

b.Theycoverovertheholewithaboad.

CThey(coverCGCL(superiorofthehole)place)withaboad))

up

前 置 詞upを 含 む 文(33a)の 意 味 表 示 は(33b)の よ うに な る。

(33)a.Johnwalksupthehilleveryday.

b.CJohn(walkCGCLChigher)place))thehill))
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こ の よ うに ψ はgoallocativehigherと 意 味分 析 さ れ るが,副 詞 的 に 用 い られ る時 に

は 非 常 に 比 喩 的 な 意 味 が 強 くな り,様 々 な 意 味 を持 つ よ うに な る。 この た め 〃ρ は 副 詞 的

小 辞 の 内 で も最 も生 産 性 が 高 い 。 な か で もupが 終 着 点 へ 向 か う動 き を示 す 動 詞 小 辞 結 合

は 意 味 の つ な が りが お か し くな い 限 り,ほ と ん どの 動 詞 が そ の構 成 要 素 とな り うる。

(34)a.Youwillhavetofillupsomeformstogetyourpassport.

(You(fill(G(L(theend)))someforms))

b.Iamgoingtopolishupallthesilverthisafternoon.

CICpolish(G(L(theend)))allthesilver))

こ の 〃ρ の持 つ あ る行 為 を 完 全 にや っ て し ま う とい う意 味 が あ る種 の動 詞 の持 つ,物 を く

だ く意 味 とつ な が る と,こ まか く くだ い て し ま う意 味 が 生 まれ る。

(35)Thebombblowseveralhousesup.

CThebomb(blow(G(Ltheend(=pieces)))scveralhouses)

ま た 同 様 の 意 味 が あ る種 の 動 詞 の 持 つ,集 め る とい う意 味 とつ な が る と,何 もか も集 め て

し ま う とい う意 味 が 生 ま れ る。

(36)Hehadtogatherupalltheticketshehadgivenoutbymistake.(Hill)

(He(gather(G(Ltheend))allthetickets))

他 に,暗 い 状 態 が 明 る くな っ た り,精 神 的 に 明 る くな っ た り,よ り良 い状 態 に な った りと

い うふ うな,一 般 の 通 念 か らす れ ば 負 か ら正 へ 向 か う動 きがupの 持 つ 上 方 へ の 動 きに た

と え られ る。

(37)a.Hehadtoturnallthegass-lightsinthestreetup.

(He(turn(G(Lhigher(=blightstate))allthegas-lights))

b.Keepyourspiritup!Wearenearlythere .

(Keep(G(Lhigher(=cheerfulstate)))yourspirit)

c.Thingsarelookingup.

CThingsClookCGCLhigher(=prominentstate))))

このように前置詞本来の位置関係を示 していた意味は,副 詞的に用 いられ る場合に も抽

象度,比 喩度のちがいはあっても,強 く残 ってお り,典 型意味論的には第2番 目のLong

形的特性を持 っていることが明らかになった と思 う。

3.動 詞小辞結合の典型意味論的分析

前節では前置詞 と副詞的小辞の間には、典型意味論上第2のLong形 的関連があること

を示 したが,こ の節ではそのように して脈生された小辞の一つの意味を中心にい くつかの
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英語前置詞の典型意味論的分析

動詞小 辞結合 が一つ の カテ ゴ リー一を な してお り,そ れ は第3のBird形 的 な典 型を持 って

い る こと,そ して一方 では一つ の動詞小 辞結合 が第2のLong形 的 にイデ ィオム性,抽

象性 の高 い多 くの意味 を脈 生 してゆ くことを示 した い と思、う。

3.1Bird形 的 典 型

ここでは第2節 での前置詞の意味分析に もとづ き,動 詞小辞結合のBird形 的典型をさ

ぐってみたい。

away

前 置 詞awayはgoallocativesomeplaceと 意 味 分 析 さ れ た が,こ れ が 副 詞 的 に 用

い られ る場 合 に は 多 くの動 詞 小 辞 結 合 の 内 で 次 の3つ の タ イ プがBlrd形 的 典 型 を 持 つ も

の と して 考 え られ る 。

(38)i)brush(away),clean,rub,sponge,sweep,wipe,

ii)bake,boil,cook,grind,skim,

iii)cache,bank,lay,put,store,stow,

(38i)の 場 合 の典 型 はcleaiaaway,(38ji)の 場 合 はcookaway,(38iii)の 場 合 はput

awayと 考 え られ る。 そ して(38ii)の タ イ フ で゚ は(39)に 見 られ る よ うな よ りイ デ ィ オ ム性

の 高 い 表 現 も生 ま れ て い る。

139)a.Shestashedawayherjewelry.

b.Thosewhosaltawayalittlemoneyeachmonthneverhavetoborrowin

atimeofneed.

down

前 置 詞downはgoallocativelowerと 意 味 分 析 さ れ た が,こ れ が 副 詞 的 に 用 い ら れ

る 場 合 に は 次 の5つ の タ イ プ がBird形 的 典 型 を 持 つ も の と 考 え ら れ る 。

(40)i)chug(down),drink,gulp,swing,swallow,wolf,

ii)oil,pat,rinse,rub,scrape,scrub,smooth,tamp,tap,wipe,

iii)Batton,bolt,button,cement,clamp,fasten,glue,nail,paste,pin,river,

screw;staple,tack,tape,

iv)copy,jot,mark,write,

v)break,calm,close,cool,get,quiet,simmer,tear.
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各 々の典 型 は(40i)で は ∫τθ`z〃OZFJ40"〃,(40ii)で はs〃Toothdoze.,〃,(40i三i)で は ノa5z6〃

40ω ノZ,(40iv)で は ωrガ`θdloω 〃,(40v)で はhetゴo駝 りzと 考 え られ る。 前 節 で述 べ た

よ うに(40ii)は 表 面 を平 らにす る意味,(40v)で は 静 一まる様 子 の 意味 にな る。 ま た(40iii)

で は 動 詞 が本 来 次 に示 す よ うな助 格 副詞 句 の要素 で あ った と考 え られ る。

1911a.Thecreaftsmanfasteneddowntheboardwithnails.

b.Thecreaftsmannaileddowntheboard.

in

前 置 詞Zllは10CatiVeinteriorと 意 味 分析 され たが,こ れ が 副詞 的 に用 い られ る場 合

にはgoallocativeinteriorと な る こ とが 多 く,次 の3っ の タイプがBird形 的 典 型 を

持 つ と考 え られ る。

(42)i)box(in),close,fence,glass,pen,rope,screen,wall,

ii)break,butt,chime,forn,set,work,

iii)home,narrow,zero.

(42i)で は そ の典 型 ぱcloseiraで あ り,こ こに挙 げ られ た動 詞 は前 節 で 述べ た よ うに 助格

副詞 句 の構 成 要 素で あ った と考 え られ る。 しか し,こ うい った動 詞小 辞 結合 が比 喩 的 な 意

味 を持 つ場 合 に は助 格 副詞 句 を持 つ よ うな意 味解 釈 はな りたた ない。

(43)a.Theenemytriedtoboxinourforce.

b.Theenemytriedtocloseinourforcewithabox.

(42ii)で は どれ もじゃ まをす る意味 に な るが,典 型 はbreakiraと 考 え られ る。 こ うい っ

た動 詞小 辞 結合 は しば しば前 置詞oytを と もな う。

(44)a.Hebuttedinontheconversation.

b.Shechimedinonthediscussion.

(42iii)で は ノz`z1弓mωinを 典 型 と して,ど れ も焦 点 を あ わせ る意 味 に な り,時 に は前 置詞

onを と もな うQ

145)Thismissilewillhomeinonanywarmobject.

o$on

前 置 詞Ofjはgoallocativeo旺 と 意 味 分 析 さ れ た が,副 詞 的 に 用 い ら れ る 場 合 に は

次 の4つ の タ イ プ がBird形 的 典 型 を 持 つ と考 え ら れ る 。

(46ほ)bump(Qff),finish,gOOf,kill,knock,murder,polish,

ii)blast,charge,dash,go,rush,set,start,take,
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iii)block,board,chain,clamp,cordon,dam,rope,wall,

iv}brush,chip;clean,hose,mop,rinse,sand;scrape,scrub,shave,sponge,

wash,wear,wipe.

(46i)で は_finishoffを 典 型 と して あ る行 為 の完 成 を 意、味す る よ うに思 わ れ る。(46ii)で

はgo(痂 「 を典 型 と して 出発 の 意 味 を 持 つ と考 え られ る。(46iii)で は 囲 い の 内 へ 入 る こ と

を 防 ぐ意 味 に な り,前 節(16)で 述 べ た よ うに 各 々 の動 詞 は 本 来 助 格 副 詞 句 の構 成 要 素 で あ っ

た と考 え られ,closeoffを 典 型 とす る。(46iv)はcleanoffを 、典型 と し,(47b)は 方 向

を 示 す 副 詞 句 が 省 略 され た もの と考 え られ る。

働a.

b.

し か し,

(48)a.

b.

onが 副 詞 的 に用 い られ る場Off

の 反 意 語 で あ る場 合 の み で あ る。 次 の よ うな 例 が 挙 げ られ る。

X49)flickon,flickoff,leaveon,leaveoff,snapon,snapoff,switchon,switch

off,turnon,turnoff.

Shecleanedthedebrisoffofthesofa.

Shecleanedthedebrisoff.

(38i)のclearsawayの 場 合 とは ち が って(48)に あ る よ うな文 もあ る。

Shecleanedoffthesofa.

Shecleanedthesofaoff.

合,Bird形 的 典 型 を 持 つ の は前 節 で も触 れ た よ うに,

out

前'置 詞outはgoallocativeexteriorplaceと 意 味 分 析 さ れ た が,副 詞 的 に 用 い ら れ

る 場 合,次 の8っ の タ ィ フ が゚Bird形 的 典 型 を 持 つ も の と し て 挙 げ ら れ る 。

(50)i)argue(out),close,hear,play,roud,think,

ii)move,peel,set,ship,start,strike,

iii)bawl,bellow,call,chew,curse,cuss,ring,shout,yell,

iv)broaden;draw,flatted,lengthen,spread,stretch,widen,

v)die,fade,fizzle,peter,

vi)give,hand,lend,pass,pay,serve,throw,toss,

vii)brush,clean,comb,dig,dry,empty,rake,rinse,scrub,sweep,wash,wring,

viiichalk,crayon,cross,ink,paint,pen,pencil.

(50i)で は あ る 行 為 の 完 成 を 意 味 し,こ の 場 合,ど れ が 典 型 で あ る か 明 示 で き な い が,多

く の 動 詞 小 辞 結 合 が こ の カ テ ゴ リ ー に 属 す る 。(50ii)は 離 れ て い く 行 為 を 示 し,ア πo麗out

等 が 典 型 と 考 え ら れ る 。(50iii)で はyellout等 が 典 型 と 考 え ら れ よ う 。(50iv)で は ひ ろ

げ た り の ば し た り す る 行 為 が 示 さ れ る が,spreadoutやstretchoutが 典 型 と 考 え ら れ
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る。(50v)で は 消 え て い く様 や,す た れ て い く様 が示 され るが,dzeoutやfadeoutが

典 型 と考 え られ る。(50vi)で は 何 か 物 の 受 け 渡 しの 様 子 が示 され,典 型 は 幽 麗outと 考

}ら れ る
。(50vii)で は616〃zout等 カミ典 型 と考}ら れ,(51)に 示 した4っ の形 の文 が 可 能

で あ り,こ れ は(47),(48)に あ ったCZ('CZ720ガ の 場 合 とよ く似 て い る。

(511a.Hebrushedthestuffoutoftheroom.

b.Hebrushedthestuffout.

c.Hebrushedouttheroom.

d.Hebrushedtheroomout.

(50viii)で はcrn∬outを 典 型 と し,前 節 ⑳ で 示 した よ うに,こ れ らの 動 詞 は本 来 助 格 副

詞 句 の構 成 要 素 で あ った と考 え られ る。

over

前 置 詞overはlocativesuperiorと 意 味 分 析 され た が,副 詞 的 に用 い られ る場 合,次

の3つ の タ イ プ がBird形 的 典 型 を 持 つ もの と して 考 え られ る。

(52)i)deed(over),fork,give,hand,pass,turn,

ii)board,brick,cement,glass,morter,wall,

iii)build,fix,get,go,hold,look,make,pick,read,sort;work.

(52i)で はg勿60肥rを 典 型 と し,物 が受 け 渡 され る様 子 が 示 され る。 この場 合,overが

あ る場 合 とな い 場 合 とで は 次 に示 す よ うな文 法 的 ち が い が あ る。

(53)a.Theoldmandeededovertheestate.

b.*Theoldmandeededtheestate.

つ ま り,O`UL'1'が あ る場 合 に は 間 接 目的 語 は 必 要 な い が,overが 無 い場 合 に は 間接 目的 語

が 必 要 とな る の で あ る。 両 方 の文 にtothepolice等 の 間 接 目的語 を つ け 加 え れ ば,両 方

と も文 法 的 な文 に な る。 これ は,overの あ る文 で ぱ 受 け渡 しの 行 為 自体 に 焦 点 が お か れ

るた め と思 われ る。(52ii)で はcoveroverを 典 型 と し,前 節(32)で 示 した よ うに これ らの

動 詞 は 本 来,助 格 副 詞 句 の 構 成 要 素 で あ っ た と考 え られ る。(52iii)で はgetover,go

OU6r,ノ 〃α如overな ど が 典 型 と考 え られ,overは 行 為 の く り返 しや,全 体 を 完 全 に とい

う意 味 を示 す 。

up

前 置詞upはgoallocativehigherと 意味分析 され たが,副 詞 的 に用 い られ る場合,

前節 で もふれ た よ うに最 も生産 性 の高 い小辞で あ り,特 にある行 為を完成す る意味 にな る
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場 合 が 最 も生 産 性 が 高 く,次 の よ うな 例 が 挙 げ られ る。

f54)beat(up),bunch,churn,coil,mix,shake,trap

こ の 他 に次 の4つ の タ イ プがBird形 的 典 型 を持 つ もの と して考 え られ る。

f55)i)back(up),bolster,brace,buoy,buttress,prop,shore,

ii)beef,brighten,build,cheer,pep,perk,pick,spruce ,

iii)ball,botch,bung,butchen,garble,goof,mess,muss,twist,

iv)crunch,grind,rip,saw,scrunch,slice,tear .

(55i)で は 後 見 の 意 味 を示 し,backup等 が 典 型 と考 え られ る。(55ii)で は 明 る くす る 意

味 が 示 され,brightenupやcheerup等 が 典 型 と考 え られ る。(55iii)で は 混 乱 させ る

意 味 が 示 さ れ 〃z8∬up等 が 典 型 と考 え られ る。(55iv)で は 小 さ く くだ く意 味 が 示 され,

tearup等 が 典 型 と考 え られ る。

3.2Long形 的 典 型

ここでは一つ の動詞小辞結 合がLOng形 的 に脈 生 された い くつ かの意 味を持つ ことを

観 察 してみ たい。一つ の動詞 小辞結合 が多 くの意味を持 ち うる ことは次 の ノη盈6upの 例

か らも明 らか であ り,takeup,SCtup,getup,butupな ども多 くの意味を持つ。

(56)i)tocompose,tocompile例makeupastory.

例makeuphisfacefortheplay.

イ列theloversmadeup.

例makeuponesmind.

ix)tomakeaplayfor例makeuptotheattractivewoman .

そ し て こ うい っ た動 詞 小 辞 結 合 の 意 味 に は イ デ ィ オ ム性 の 低 い もの と高 い もの とが あ る よ

うで あ る。 イ デ ィ オ ム性 の低 い も の に は 次 例 に もあ る よ うに比 喩 的 な 意 味 を 持 つ もの と し

て と ら え られ る。 た とえば,

1571Sickpeoplemaythrowup.

こ の 文 で はthrowψ はvomitの 意 味 で あ るが,事 実 吐 く時 に は 食 物 が上 が って くる わ

け で あ り,こ の比 喩 約 な 意 味 がthrowupか ら伝 わ って くる。 次 に 挙 げ る よ うな 動 詞 小

辞 結 合 は これ と同 じ よ うな特 徴 を 持 っ て い る。

{58}a.Thesoldierswereonlycarrifzgouttheorders.

ii)toconstitute例waterismadeupoftwoelements .

iii)towrapup例makeupthepackageneatly.

iv)toarrange例makeupthebed.

v)tocomplete例makeupthede丘cit.

vi)topaint

vii)toreconcile

viii)todecide
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..atyourdinnerup

よ り イデ ィオ ム性 が 高 い 場 合 に ぱ 次 例 の よ うに非 常 に特 殊 な意 味 解 釈 を持 つ よ うに な る。

(59)a.Johnhasfa!leraout(quarreled)withhisgirl-friend.

b.Ican'tvaakeout(understand}thiswordintheletter.

c,Ig飲 ぞzψ(abandon).WhatistheanswerP

こ う い った 場 合 に は(60)に あ る よ うに 動 詞 がf独 で 用 い られ る場 合 に は全 くちが った 意 味 解

釈 を持 つ こ とに な る。

(6Q)a.Theycrackedthecasewiththehammer.

b.Shereallycrackedup(praised)atmyjokes.

こ の よ うに 一一つ の 動 詞 小 辞 結 合 は 動 詞 と小 辞 そ れ ぞれ の 意 味 を加 え る こ とで 生 まれ て く

る意 味 を典 型 と して,Long形 的 に 多 くの意 味 を 脈 生 して ゆ く こ とが 観 察 され る。

4.結 び

本稿では典型意味論の立場か ら,一 般に前置詞 と副詞的小辞 とに区分 されているものに

意味的関連性があること,そ して動詞小辞結合の持つ多くの意味機能に も典型意味論的関

連があることを示 した。 ここでは第2節,第3節 であつか った動詞小辞結合そのものの意

味の広が りを十分に観察できなか ったが,be動 詞はじめ,他 の生産性の高い動詞からな

る動詞小辞結合を中心にこの方面での考察をすすめてゆきたい。
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注

こ うい った点についてはVerschueren(1981)参 照 。

ここでい う動詞 小辞結合(verb-particlecombination)と は 動詞 と前置詞 とが一 つの動 詞の よ う

な働 きをす る場 合の こ とであ り,他 に句 動詞,複 合動詞,動 詞副詞結合,動 詞前 置詞句等 と呼ば

れ てい るものであ る。
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